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              １月４日（水） 瀬戸内町成人式       広報せとうち（２） 

平
成
２４
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ 

〜
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
・人
づ
く
り
の
ま
ち
〜 

瀬
戸
内
町
長 

房 

克
臣 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
が
町

民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
健
康
で

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
町
民
の
皆
様
方
に
は

日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
は
、
１１
月
２
日
に
鹿
児

島
県
観
測
史
上
最
大
の
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
国
、

県
の
ご
支
援
、
ま
た
各
関
係
機

関
や
地
元
建
設
業
者
の
迅
速
な

対
応
、
そ
し
て
町
内
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
救
援
物
資
、

義
援
金
を
い
た
だ
く
な
ど
ふ
る

さ
と
を
思
う
皆
様
方
の
支
援
に

よ
り
、
よ
う
や
く
町
が
落
ち
着

き
を
取
り
戻
す
事
が
で
き
ま
し

た
。
全
国
の
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
私
が
町
長
に
就
任
し

て
４
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
選
挙
時
に
掲
げ
ま
し

た
７
つ
の
公
約
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
２１
年
３
月
に
、
今

後
10
年
間
の
町
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
瀬
戸
内
町
長
期
振
興

計
画
を
策
定
し
実
施
に
向
け
着

実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
の
基
本
構
想

で
は
「
自
然
・
文
化
を
生
か

し
た
住
民
参
加
・
人
づ
く
り

の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
「
地
域
住
民
自
ら
が
考

え
、
取
り
組
む
主
体
的
な
地

域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

「
共
生
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
筆
頭
に
７
章
か

ら
な
る
基
本
方
針
を
定
め
、

実
施
に
向
け
着
実
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
６
月
に
は
、
町
民
皆
様

方
の
ご
支
援
の
も
と
２
期
目
の

当
選
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
実

績
と
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
奄

振
交
付
金
事
業
・
効
果
促
進
事

業
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に

「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職
員
」

や
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

活
動
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

「
共
生
・
協
働
・
自
立
」
で
き

る
町
を
目
指
し
、
２
期
目
に
掲

げ
た
７
つ
の
公
約
実
現
に
向
け

町
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
り
ま
す
。 

 

２１
年
度
に
は
、
「
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
」
が
制
定
さ
れ
、
昨

年
も
多
く
の
方
々
か
ら
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
と
し
て
多
額
の
ご

入
金
が
あ
り
ま
し
た
。
自
主
財

源
の
乏
し
い
本
町
に
と
り
ま
し

て
は
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

２２
年
度
に
は
、「
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
６

年
間
の
町
づ
く
り
の
基
本
的
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
こ

の
新
過
疎
計
画
に
お
い
て
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
分
）

の
拡
大
に
と
も
な
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
多
く
が
対
象
事
業
と
な

り
本
町
の
財
政
状
況
も
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

本
町
の
財
政
状
況
は
、
昨
年

実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字
と
な

り
赤
字
団
体
か
ら
脱
却
し
て
お

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
行
財
政
改
革
を
進
め

な
が
ら
本
町
の
独
自
性
を
生
か

し
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
、

自
衛
隊
の
拡
充
誘
致
促
進
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
の
推
進
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
等
の
整

備
促
進
や
昨
年
に
引
き
続
き
ク

ロ
マ
グ
ロ
や
真
珠
養
殖
等
で
産

出
さ
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
物
産

品
の
研
究
開
発
、
古
仁
屋
高
校

の
存
続
、
産
学
官
の
交
流
事
業

の
推
進
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。 ま

た
、
２６
年
度
の
「
網
野
子

ト
ン
ネ
ル
」
開
通
後
の
商
店
街

の
活
性
化
対
策
や
観
光
交
流
人

口
の
増
を
目
指
し
て
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し

て
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２２

年
１０
月
に
配
置
し
た
「
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
職
員
」
を

核
と
し
て
、
住
民
参
加
「
共

生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
た
め
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
を

町
民
に
啓
発
し
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
再
生
に
向
け
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



広報せとうち（３）    １月８日（日） 第３６回瀬戸内町駅伝競走大会 

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
議
会
議
長 

 
 
 
 
 

堯 
 

文
俊 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希

望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
年
中
は
、
皆
様
の
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
議
会
活

動
、
ま
た
、
議
長
公
務
に
精

励
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

の
振
興
を
始
め
町
政
の
向
上
、

充
実
に
微
力
を
尽
く
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に

大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇

し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行

政
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方

分
権
型
社
会
の
到
来
を
受
け

ま
し
て
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
未
だ
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
た
な
環
境
に
日
々
直
面
し
、

ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

わ
が
国
の
景
気
低
迷
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
早
期
の
景
気
回

復
が
望
ま
れ
る
中
で
、
公
共

事
業
を
は
じ
め
多
種
多
様
の

事
業
予
算
の
廃
止
や
見
直
し

が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
が
行
う
財
政
再

建
の
お
い
て
も
、
補
助
金
や

地
方
交
付
税
の
削
減
が
さ
ら

に
追
い
打
ち
と
な
っ
て
地
方

財
政
は
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、 

本
町
の
特
別
会
計
を
始
め
、

行
財
政
運
営
は
前
途
楽
観
を

許
さ
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

昨
年
十
一
月
二
日
に
大
島

南
部
を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
り
、
住
家
半
壊
百
四

十
四
戸
、
床
上
浸
水
八
十
九

戸
等
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

公
共
施
設
等
被
害
額
は
二
十

五
億
円
を
超
え
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
我
々

議
会
は
直
ち
に
災
害
調
査
団

を
立
ち
上
げ
、
本
島
東
側
、

そ
し
て
加
計
呂
麻
島
全
集
落

に
お
い
て
、
議
員
全
員
で
、

聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
し

ま
し
た
。 

調
査
後
に
町
行
政
に
対
し

一
日
も
早
い
復
旧
と
、
被
災

者
の
生
活
支
援
を
中
心
と
し

た
施
策
の
充
実
を
、
大
胆
か

つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
の

町
づ
く
り
に
向
け
て
、
町
内

各
種
団
体
及
び
、
町
内
国
県

の
機
関
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
で
頂
い
た
貴
重
な
意
見
や

提
言
、
ま
た
議
員
・
町
職
員

か
ら
の
提
言
書
を
適
時
か
つ

有
効
に
生
か
す
べ
く
、
町
行

政
と
一
体
と
な
っ
て
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
町
政
の
安

定
を
図
る
と
共
に
議
決
機
関

と
し
て
も
的
確
か
つ
迅
速
な

政
策
判
断
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

新
年
を
契
機
に
、
内
外
の

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

十
名
の
議
会
議
員
、
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
負
託
に
応
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
年
の
初
め
に
志
し
た
計

画
・
信
念
に
基
づ
い
て
懸
命

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 



             １月４日（水） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（４） 

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会 

 

教
育
長 
森
山 

力
藏 

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

瀬
戸
内
町
の
一
層
の
発
展
と
子

ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
教
育
推
進
に
対
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協

力
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日

の
南
部
大
島
豪
雨
災
害
の
文
教

施
設
関
係
被
害
に
つ
い
て
は
、

秋
徳
校
校
舎
及
び
体
育
館
の
浸

水
、
俵
小
学
校
の
校
舎
浸
水
、

伊
子
茂
校
教
員
住
宅
の
浸
水

等
々
、
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
各
地
域
の
皆
様
方
の
迅
速

な
復
旧
作
業
を
い
た
だ
き
、
児

童
生
徒
の
学
業
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
併
せ

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
本

町
の
教
育
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
期

を
友
達
と
学
び
、
競
い
、
切
磋

琢
磨
を
ね
ら
い
と
し
て
、
一
昨

年
よ
り
、
加
計
呂
麻
地
区
中
学

校
統
合
基
本
方
針
を
設
置
し
、

加
計
呂
麻
地
区
の
中
学
校
を
統

合
す
る
方
向
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
度

か
ら
の
統
合
は
見
送
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

本
町
の
教
育
行
政
基
本
方
向

で
も
あ
り
ま
す
、「
未
来
に
生
き

る
確
か
な
学
力
」「
生
き
る
喜
び

を
育
む
生
涯
学
習
」「
郷
土
の
心

を
伝
え
る
文
化
活
動
」
の
三
つ

の
力
点
を
、
十
二
分
に
発
揮
で

き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
検
討
協

議
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
町
で
は
、
少
人
数
学
級
・

小
規
模
校
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
地
域
ぐ
る
み

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
学
校
規
模
や
学
ぶ
児
童
生

徒
は
少
な
く
て
も
、
学
力
・
道

徳
的
判
断
力
・
体
力
面
等
で
学

校
の
独
自
性
を
生
か
し
た
、
校

区
・
地
域
総
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
で
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
の
中
で
地
理
的
環
境
を
活
か

し
た
体
験
学
習
と
し
て
「
遠
泳

大
会
」「
大
島
海
峡
板
付
け
船
横

断
」
等
で
体
力
・
気
力
を
向
上

さ
せ
、
自
然
界
で
「
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
」
の
育
成
を
実
践

し
て
い
ま
す
。 

文
化
面
で
は
、
個
に
応
じ
た

指
導
の
徹
底
、
複
式
学
級
に
お

け
る
指
導
法
の
研
究
、
郷
土
文

化
体
験
学
習
、
学
習
発
表
会
・

文
化
祭
の
開
催
、
弁
論
・
英
語

暗
唱
大
会
の
継
続
、
昨
年
度
は
、

地
区
研
究
協
力
指
定
阿
木
名
小

中
学
校
が
研
究
公
開
授
業
で
実

績
を
あ
げ
ま
し
た
。
平
成
２４
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
校
の

指
定
を
受
け
る
べ
く
配
慮
を
い

た
し
ま
す
。 

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
公

民
館
講
座
や
自
主
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
学
習
活
動
の
充
実
、
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
て

各
種
大
会
、
生
き
生
き
健
康
ク

ラ
ブ
等
に
よ
る
健
康
増
進
活
動

や
文
化
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」、「
島
唄
・

八
月
踊
り
」
等
、
郷
土
芸
能
の

伝
承
活
動
や
文
化
財
の
保
護
活

動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
昨
年
、
我
が
町
の
最
高
学

府
で
あ
り
ま
す
古
仁
屋
高
等
学

校
も
創
立
八
十
周
年
の
節
目
を

超
え
、
益
々
活
気
あ
る
輝
か
し

い
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
存
続
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
町
民

一
丸
と
な
り
知
恵
を
出
し
あ
い

な
が
ら
、
問
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
は
、
今
後
と
も

生
涯
学
習
の
理
念
に
た
っ
て
教

育
諸
条
件
の
改
善
に
努
め
、
学

校
・
家
庭
・
社
会
教
育
の
各
分

野
で
の
教
育
機
能
を
高
め
、
教

育
文
化
の
町
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
考
え
で
い
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

新
し
い
年
が
希
望
に
輝
き
、
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 



広報せとうち（５）  １月８日（日）第３６回町駅伝競走大会   

創立１３３年 
篠川小中学校 

 本校は、明治 8 年に旧西方地区郷校
として開校、明治１3年に篠川小学校、
昭和２７年には篠川中学校が併設、昇

曙夢先生をはじめ多くの優れた人材を

排出した創立１３３年の歴史をもつ伝

統校で、その向学の気質は今なお脈々

として受け継がれています。 
校区は、大島本島南部に位置し、三

方を山に囲まれ南側は大島海峡に面し

て波静かな篠川湾が広がり、それを囲

むように篠川・阿室釜の 2 集落から成
っています。 

「自他の「よさ」を自覚し、互いに

支えあい、高め合う実践行動がとれる

篠川の子を育成する」を教育目標に掲

げ、学制改革以降小学校７１７人、中

学校６５４人の卒業生を送り出してい

ます。最盛期の在校生数は、昭和３５

年の小学校１８５人、中学校４２人の

計２２７人、年々児童生徒数が減少し、

現在は、小学校１３人、中学校７人、

計２０人です。 

特色ある活動として、 
１. 小中一貫教育を意識した教育の推進 
・小中９年間を通した島唄・三味線活動  
・学校行事などでの合同学習の実施 
・小中合同での人権週間への取り組み 
２.心の教育の推進 
・豊かな読書習慣の育成と環境教育の充実 
○朝読書 ○一人一鉢 
○チョボラ活動（エコマネー） 
・高齢者表敬訪問 
３健康体力つくりの充実 
・「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進 
・１校１運動「小学校→なわとび」 
・「中学校→ボール運動」 

 学校行事では、４つの集落の校区民と学

校が一体となって競う運動会や地域の文化

祭を兼ねた学習発表会などがあり、部活動

では相撲が盛んで力士も輩出しています。

また３３年間続いている高齢者表敬訪問で

は、子どもたちが島唄や三味線、鶴のレイ

のプレゼントを行うなど、地域の方々との

交流を大切にしながら、学校教育活動を実

践しています。 

校
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   １月４日（水） 瀬戸内町成人式   広報せとうち（６）  

  

 

     家電リサイクル離島対策事業補助金の改定について 

 

離島地域において排出される家電４品目を輸送するために要する海上輸送費

用の一部に相当する額の補助金を財団法人家電製品協会より受けております。 

平成２４年２月１日～平成２５年１月３１日の間に町内の各家電取扱店を通じ

て排出されたものやリサイクル券を購入し直接持ち込んだ家電が対象となりま

す。これまでの消費者の費用負担（再商品化料金＋収集運搬料金）のうち収集

運搬料金が一部軽減されます。（軽減価格は下記参照） 

家電リサイクル法を守り、適正な処理をお願いいたします。 

 

○補助の対象となる家電４品目 

家 電 品 目 補  助  対  象 補 助 対 象 外 

エアコン 壁掛け型タイプ、床置型タイプ、

ウインドタイプ 

業務用エアコン（天井埋込型、

壁埋込型、パッケージエアコン）

テレビ ブラウン管式テレビ、ＶＴＲ内

蔵テレビ、ＡＶモニター、 

液晶（プラズマ）テレビ 

業務用テレビ（プロジェクション

テレビ、パソコンモニター） 

冷蔵庫・冷凍庫 冷蔵庫、冷凍庫、冷凍冷蔵庫、

ワインセラー 

業務用冷蔵庫・冷凍庫（店舗用

ショーケース、冷凍ストッカー）

洗濯機 洗濯乾燥機、全自動洗濯機、 

２槽式洗濯機、衣類乾燥機 

業務用洗濯機（衣類乾燥機置き台）

※家電リサイクル法の対象機器は家庭用として製造・販売され、通常、家庭で

使用されたものです。専ら業務用として製造・販売されたものを家庭用とし

て使用していても対象外となります。逆に家庭用機器を業務用として使用し

ていた場合は対象となります。 

 

○収集運搬料金の軽減価格（１台当たり）    

エアコン １，３２０円 テレビ   ８６０円 

冷蔵庫・冷凍庫(170Ｌ

以下) 

１，６９０円 冷蔵庫・冷凍庫(171Ｌ

以上) 

２，９６０円 

洗濯機 １，４７０円  

※収集運搬料金は、古仁屋港から指定引取場所（鹿児島市内）までの料金とな

ります。 

各家電取扱店や品物の大きさ等によって値段が異なりますので、

詳しくは各家電取扱店にお尋ねください。 

 

【問合せ先】瀬戸内町役場 生活環境課 TEL  ７２－１１１３ 

 

 



広報せとうち(７)   １月８日（日） 第３６回町駅伝競走大会   

  平成２３年度「まちづくりフェスティバル」開催について 

 

平成２４年２月１２日（日） ９時～１５時

１５時～１６時３０分

石井　めぐみ　　女優

　1979年松竹映画「夜叉ケ池」で芸能界デ
ビュ－。その後「噂の刑事トミ－とマツ」・「お
んな太閤記」などに出演し，また，「オレたち
ひょうきん族」のレギュラ－などバラエティ－
のジャンルでも活躍。ＮＨＫ教育テレビ「みん
な生きてる」にも出演。障害を抱えていた長
男優斗君との日々を振り返りながら，幸せ
の意味や，障害者と健常者が共に手を取り
合って生きる街づくりについて語る。

【問合せ先　瀬戸内町教育委員会社会教育課　電話　７２－２９０５】

わたしの好きな風景小学生の部　優秀作品
古仁屋小学校５年　末久 連乃　さん

～結い 挑戦　でぃちばでぃ～

瀬戸内町まちづくりフェスティバル実行委員会

わたしの好きな風景中学生の部　優秀作品
久慈中学校二年　宮本　彩　さん

日時

会場

●体験ひろば
昔の遊び道具づくり
はしご車試乗体験

●昔懐かしの味試食
コ－ナ－

バザ－（海鮮・豚汁・ゼンザイ・カレ－
他）ウォ－クラリ－・ウォ－キング・健康
診断・各種展示コ－ナ－・農産物，魚貝類
即売・その他

オ－プニング

人権フェス
タ講演会

主催

 



    １月４日（火） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（８） 

瀬戸内町水産振興課船舶交通係移転のご案内 

 

             宝くじ助成事業で備品整備 

【問合せ先】 社会教育課 生涯学習係 ７２－２９０５（直通） 

 

 

 

 この度、瀬戸内町水産振興課船舶交通係を下記の通り移転しましたのでお知

らせ致します。 

【移 転 日】 平成２３年１２月１９日より業務開始 

【移転場所】 〒894-1503 瀬戸内町古仁屋大湊26-14 

       せとうち海の駅２階 ℡ 72-4560 FAX 72-4562 

これを機に、より一層お客様のご期待に応えられます様日々業務に精励し、

安全運航とサービス向上に務める所存です。         【水産振興課】 

加計呂麻地区

～「加計呂麻の子ども達の 豊かな未来のために」～

！！「加計呂麻中学校」24年度開校 断念

町議会で，加計呂麻地区の中学校統合関係議案が「否決」されました。
・ １０月２０日に開催された第４回「臨時議会」において，中学校統合関係議案は 「地域住民の，
理解が得られていない 「学校施設整備計画が明確でない」等の理由により「否決」されました。」
このことにより，大変残念ですが平成２４年４月の開校は断念することになりました。
今後のことにつきましては，各校区の皆様の意見を考慮しながら進めることになります。

中学校規模適正化だより 瀬戸内町中学校規模見直し推進本部

【事務局】教育委員会総務課内

(TEL) ０９９７－７２－０１１３

(FAX) ０９９７－７２－３４３４

(E-meil) info@amami-setouchi.org

第７号(2012.1)

町議会から町当局へ提出された「瀬戸内町立中学校の調査特別委員会」意見

1. 平成２４年４月１日に，６校を１校にすることは現時点においては厳しい状況である。将来を担
う児童・生徒の教育の為，今後も中学校規模見直しについて，児童・生徒の立場に立ち，保護者や
地域住民との充分な話し合いを行い推進されたい。

2. 諸鈍校区へは，今後も粘り強く，あらゆる機会をとらえて，説得，話し合いを進められたい，
又５校区へも理解を得るべく努力されたい。

3. この問題により，加計呂麻島民の感情を混乱させることなく，この機会に島民が一致団結し，教
育問題を始めあらゆる活性化に向けた話し合う場の設定等の方策に鋭意取り組まれたい。

　瀬戸内町教育委員会では、老朽
化が著しかった各種屋内外のイベ
ント等に利用していた展示板とア
ルミ伸縮足場台を「宝くじの助成
金で整備しました」。各種行事や
地域行事等への貸し出しも充実す
ると思います。これからも各種行
事への町民の皆様の参加と御協力
をよろしくお願いします。
展示板５０枚・支柱100本・フッ
ク５００個
アルミ伸縮足場台 １個



広報せとうち(９)   １月８日（日） 第３６回町駅伝競走大会   

国民健康保険伽入者のみなさまへ

「2012癒しの島せとうち」 カレンダー贈呈 

 
 瀬戸内町及び加計呂麻島、請島、与路島の３島の自然、伝統文化、年中行事等、「癒しの島瀬戸内

町」を全国的にアピールしよう、という趣旨で平成１９年から始めた本町のカレンダーも今回で５

回目を数えました。 

今回、１１月２日の奄美大島南部豪雨災害で被害を受けた本町では、復興に向けて町と加計呂麻 

地域塾では、共同での観光ＰＲの一環として、１１月２２日に瀬戸内町の観光大使２6名（23.11

月現在）の方々へ贈呈いたしました。 

 掲載内容は、メイン写真には平成１５年度より行っている「加計呂麻フォトコンテスト」の入賞

作品と年間イベント風景等を写真部分に掲載し、カレンダー部分には、本町イベント日程・旧暦・

月齢・潮位等・シマの教訓（ゆすぃぐとぅ）を掲載しました。 

◎ 町内、奄美大島をはじめ、各郷友会、観光客等を対象に販売しています。 

 

【価  格】 １部 ５００円 

 

【販売場所】 観光協会（せとうち「海の駅」内）、役場、公民館など 

       奄美物産・まつや文具店・丸山文具店・池田商店・サンフラワーシティーホテル 

       瀬相・生間フェリーキップ売り場、たんぽぽ、ブックス十番館古仁屋店、泉酒店 

奄美市販売所 楠田書店・ブックス十番館、空港売店 

 

【作成元】  加計呂麻地域塾事務局 担当 稲田 

       電話 090-2514-9766（事務局直通携帯） ＦＡＸ 0997-72-3051 

       E-mail :kakeroma.jyuku@gmail.com 

 

【販売元】 瀬戸内町観光協会 電話 ０９９７－７２－４５６７（ＦＡＸ兼） 
        

 

 

『保険証』は大切に！ 

 ☆ 保険医療機関などで診療を受けるときは，必ず保険証を窓口に提示しましょう。 

 ☆ 国保に加入するとき，国保をやめるとき，その他，住所・氏名など記載事項に 

  変更があった場合は，１４日以内に保険証を添えて，その旨を届け出てください。 

 ※「国保→職場の健康保険へ加入」または，「職場の健康保険→国保へ加入〕の場合 

  届け出の遅れが多いようです。 

     国保→職場の健康保険へ加入の場合の手続きは？ 

    〔届出に必要なもの〕 

      ○ 国民健康保険証・職場の健康保険証・印かん 

       （職場の健康保険証が未交付の場合は加入日がわかる証明書） 

       ※ 職場の健康保険の被扶養者になったときも同じです！ 

     職場の健康保険→国保に加入の場合の手続きは？  

    〔届出に必要なもの〕 

      ○ 職場の健康保険をやめた証明書・印かん 

       ※ 職場の健康保険の被扶養者でない場合も同じです！ 

  ～早めの届け出により，医療機関で，正しい保険証の提示をしていただくよう， 

  ご協力をお願いします！ 

 ※ ご不明な点がありましたら，下記窓口までお問い合わせください。 

   

                保健福祉課 保険給付係（国保窓口） 

                   電話 ７２－１０６８（直通） 



    １月４日（水） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（１０） 

民法等の一部改正と新しい親権制限の制度 
 

―児童虐待を防ぐために－ 

 平成２３年６月に、民法等の一部を改正する法律が公布され、公布の日から

起算して一年を超えない範囲内で施行されることになりました。 

その主な内用を紹介します。 

【質問】 どうして民法等の一部が改正されたのですか？ 

【答え】 近年、児童虐待が深刻な社会問題となっています。児童虐待を行う 

親への対応としては親権喪失制度がありましたが、要件も効果も重く、活用し 

にくいと指摘されていました。児童虐待のように親権の行使が不適切な場合に 

は、必要に応じて適切に親権を制限することができるようにする必要があり、 

また、親権を制限した後には、親権者に代わって子の身の回りの世話や財産の 

管理を行う適任者を確保する必要があります。 

このような必要性を踏まえ、児童虐待の防止等を図り、児童の権利利益を擁

護する観点から、民法や児童福祉法その他の法律が改正されました。 

【質問】 具体的に、どのような改正がされたのですか？ 

【答え】 民法において、親権停止制度が創設されるとともに、親権喪失や管

理権喪失の原因も見直されて、子の利益が害されている場合に親権が制限され

得ることが明確になりました。また、親権を制限した後の子の安定した監護を

実現するために、未成年後見制度も見直されました。このほか、親権者は子の

利益のために監護教育をすべきことが明確化されるなどしました。 

 児童福祉法の改正では、施設入所等の措置がとられている子の監護等に関し、

子の福祉のために施設長等がとる措置を、親権者等は不当に妨げてはならない

ことが明確化されるなどしました。 

【質問】 親権停止制度とはどのような制度ですか？ 

【答え】 ２年以内の期間に限って親権を行うことができないようにする制度

です。これにより、親権喪失の要件を満たすまでに至らない比較的程度の軽い

事案でも、必要に応じて親権を制限できることになりました。 

【質問】 親権停止の請求をできるのは誰ですか？ 

【答え】 子の親族、検察官のほか、協力してくれる親族がいない場合等でも

迅速に親権停止の審判を請求できるように、子自身や未成年後見人等にも請求

権が与えられました。また、児童福祉法の改正により、児童福祉相談所長も請

求できることとされました。なお、親権喪失や管理権喪失の審判の請求権者も

親権停止の審判と同様となりました。 

【質問】 未成年後見制度はどのように見直されたのですか？ 

【答え】 未成年後見には複数でもよいこととされ、また、法人を未成年後見

人に選任することができるようになりました。これまでは、未成年後見人の職

務を一人で行うのは負担が大きいなどの理由で、なり手が見つかりにくい状況

にありましたが、この改正によって、適切な未成年後見人を確保できるように

なることが期待されています。 

【質問】 今回の改正で、離婚後の子の監護に関する事項も改正されたようですが。 

【答え】 民法第７６６条第１項で、離婚後の子の監護について必要な事項の

具体例として、面会交流や養育費の分担が明示されるとともに、子の監護につ

いて必要な事項を定めるに当たっては、「子の利益を最も優先して考慮しなけれ

ばならない。」との理念が明記されました。 

【問合せ先】鹿児島地方裁判所 事務局 総務課 電話 099-808-3706 

      裁判所ウェブサイト http://www.courts.go.jp 



広報せとうち(９)   １月８日（日） 第３６回町駅伝競走大会   

戦後強制抑留者のみなさまへ 

 

「しま ま～さんもん応援団」イベントの開催について 

 
～奄美大島・喜界島地産地消推進めぐり 

【目  的】 奄美大島・喜界島地域の農林水産物を活用したメニューや食材のすばらしさ、豊富 

さなどを消費者に本イベントを通じて知ってもらう。 

【対  象】 奄美大島・喜界島在住者及び観光客等 

【実施期間】 平成２３年１２月１日～平成２４年２月２９日（応募期間最終日の消印有効） 

【応募方法】 本イベントに参加している大島地域の地産地消推進店及び直売所での飲料や買い物

の際に配布されるシール（１枚）を２枚集め、官製ハガキに貼り付け送付する。 

【送 付 先】 〒894-8501 奄美市名瀬永田町17-3 

大島地域かごしま“食”交流推進協議会事務局（大島支庁農政普及課内） 

℡ 0997-57-7450 ＦＡＸ 0997-57-7277 担当 榊 

※ 詳しい内容、問合せ先は下記または瀬戸内町ホームページをご覧ください。 

 

【問合せ先】 瀬戸内町農林課農政係 担当 田原 ℡ 72-1174（直通） FAX 73-1019 

       http://www.amami-setouchi.org/ 

 

        

 シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給しています。 

○ 対象者は、旧ソ連邦又はモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成２２年６月１６日

に日本国籍を有するご存命な方です。 

（特別措置法施行日（平成２２年６月１６日）以降に亡くなられた方の相続人は請求できますが、

施行日前に亡くなられた方のご遺族等は、対象となっておりません。） 

○ 請求受付期間は、平成２４年３月３１日です。まだ請求されてない方はお急ぎください。請求

期間内に特別給付金の支給の請求をしなかった場合には、支給されません。 

○ 請求書をお持ちでない方は、当基金から請求書類をお送りしますので、至急、当基金にお電話

ください。 

※ 既に特別給付金を支給された方は、再度の請求は出来ません。 

 

【問合せ先】 独立行政法人 平和記念事業特別基金  

事業部特別給付金認定担当 ０５７０－０５９－２０４（ナビダイヤル） 

       （IP電話、PHSからは ０３－５８６０－２７４８） 

      受付時間 平日9：00～18：00（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません） 

 

 鹿児島県最低賃金について  

 

【鹿児島県最低賃金が平成２3年１０月２9日より時間額６４7円に改定されました】 

最低賃金額 

 時間額（円） 
効 力 発 生 日 鹿児島県最低賃金 

（地域別最低賃金） 
647 平成２3年１０月２9日 

 

※ 鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める特定（産業

別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。 

 

【問合せ先】 名瀬労働基準監督署 電話0997-52-0574 

鹿児島労働局    電話 099-223-8278 

労働基準監督署  http://kagoshima-roudoukouku.isite.mhlw.go.jp// 



１月４日（火） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（１２） 

1月 2012年(平成24年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 
元日 

 

振替休日 

 

☆母子相談 ☆町成人式 ☆遊びの広場

8 9 10 11 12 13 14 
☆町駅伝競

走大会 

成人の日 

 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

☆元気な笑

顔教室 

☆１歳６ヵ

月児健診 

☆遊びの広場

☆元気な笑

顔教室 

 ☆親子教室 

☆でぃ～う

もろう会 

☆子ども書

初め大会 

15 16 17 18 19 20 21 
☆家庭の日 ☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場  ☆青少年育

成の日 

☆でぃ～う

もろう会 

22 23 24 25 26 27 28 
 ☆旧正月 

☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆６ヵ月児

健診 

☆遊びの広場

☆親子教室 

☆元気な笑

顔教室 

☆でぃ～う

もろう会 

29 30 31 1 2 3 4 
 ☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

○ 母子相談、遊びの広場、母子相談、元気な足腰講座、元気な笑顔教室、１歳６ヵ月児健診、親子教

室、でぃ～うもろう会、きゅら島コツコツ、６ヵ月児健診の問合せは、保健福祉課へ 

○ 町成人式、町駅伝競走大会、青少年育成の日、家庭の日の問合せは、社会教育課へ 

○ 子ども書初め大会の問合せは、町中央公民館へお願いします。 

※ 日程は、変更される場合があります。お問合せください。 

 



 
広報せとうち（１３）  １月８日（日） 第３６回町駅伝競走大会  
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広報せとうち（１４）    １月４日（水） 瀬戸内町成人式 
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リ
カ
コ 

 

野
見
山 

一
喜 

 

岡
山
理
科
大
学 

西
村
次
郎 

 

武
田 

幸
三 

友
原
建
設
株
式
会
社 

中
澤
伸
・
小
松
尾
京
子 

三
鼓 

慶
子 

田
中 

達
三 

町
民
生
委
員
児
童
委
員
一
同 

Ｓ
Ｔ
Ｃ
カ
ラ
オ
ケ
遊
び
の
会

名
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ 

ア
マ
ミ
チ
ク
ロ
ウ
レ
ン 

イ
ナ
ザ
ワ 

ユ
ウ
コ 

マ
ツ
ダ 

ヨ
シ
コ 

日
本
赤
十
字
鹿
児
島 

コ
ヤ
ス 

ミ
ユ
キ 

ク
マ
ザ
ワ 

サ
チ
コ 

花
柳
鶴
寿
賀 

 

豪

雨

災

害

義

援

金



広報せとうち（１５）  １月８日（日） 第３６回町駅伝競走大会 

〜
学
校
法
人
加
計
学
園
と
〜 

１１
月
２８
日
、
本
町
は
岡
山
理

科
大
学
な
ど
を
運
営
す
る
加
計

学
園
（
加
計
孝
太
郎
理
事
長
）

と
自
然
保
護
へ
向
け
た
教
育
・

研
究
を
進
め
る
包
括
協
定
を
結

び
ま
し
た
。 

協
定
は
、
岡
山
理
科
大
学
が

導
入
し
て
い
る
自
然
や
歴
史
の

研
究
を
通
じ
て
観
光
、
環
境
保

全
に
役
立
て
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
科
目
を
本
町
で
実
習

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
締
結
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど
同
大

の
研
究
へ
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

        

〜

ま

ず

は

国

立

公

園

へ

〜 

１２
月
２
日
、
町
中
央
公
民
館

で
、
平
成
２３
年
度
世
界
自
然
遺

産
・
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
勉
強
会
は
、
県
が
奄
美

群
島
を
世
界
自
然
遺
産
へ
登
録

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
地
元

住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
目
的

で
実
施
さ
れ
、
登
録
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
や
登
録
後
の
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
他
地
域
の
取

り
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

会
に
は
、
嘱
託
員
や
関
係
団

体
、
役
場
職
員
な
ど
が
参
加
、

今
後
も
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

       

〜

商

店

街

の

取

り

組

み

〜 

瀬
戸
内
町
が
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
な
町
で
あ
る
よ
う
に
商
店

主
た
ち
が
声
を
あ
げ
ま
し
た
。 

声
を
あ
げ
た
商
店
は
、
２５
店

（
１１
月
１７
日
現
在
）
町
内
の

店
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
魅

力
的
な
店
作
り
を
こ
こ
ろ
が
け

個
店
だ
け
で
は
で
き
な
い
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
て

「
ポ
イ
ン
ト
会
」
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
促
進

を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

せ
と
う
ち
ポ
イ
ン
ト
会
の
運
用 

☆ 

百
円
の
お
買
い
物
に
つ
き

１
ポ
イ
ン
ト
進
呈
（
１
ポ
イ
ン

ト
２
円
） 

☆ 

三
百
ポ
イ
ン
ト
で
満
点 

三
百
円
の
お
買
い
物
券
と
し

て
利
用
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で 

お
茶
の
不
二
園 

担
当
藤
井 

℡ 

七
二
―
〇
二
七
八 

〜

直

接

福

島

へ

〜 

１０
月
２２
日
、
瀬
戸
内
町
商

工
会
青
年
部
を
代
表
し
て
、
高

田
祐
樹
副
部
長
、
徳
永
龍
馬
部

員
、
祝
隆
晴
部
員
、
徳
永
代
一

前
部
長
の
４
人
で
福
島
県
を
訪

問
し
、
小
高
町
商
工
会
事
務
局

長
の
佐
藤
洋
司
氏
と
面
談
し
、

震
災
以
降
９
月
末
日
ま
で
に
町

内
の
数
店
舗
に
設
置
し
た
義
援

箱
に
集
め
ら
れ
た
皆
様
の
温
か

い
義
援
金
２０
万
３
千
円
と
房

町
長
か
ら
預
か
っ
た
「
激
励
の

言
葉
」
を
届
け
ま
し
た
。 

震
災
後
、
全
国
か
ら
沢
山
の

義
援
金
が
届
い
た
そ
う
で
す
が
、

現
地
に
直
接
来
て
く
れ
た
こ
と

を
大
変
喜
ば
れ
涙
な
が
ら
に
感

謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

       

包

括

連

携

協

定

世
界
自
然
遺
産
勉
強
会

ご
存
知
で
す
か
？
「
Ｓ
カ
ー
ド
」

学校用務員募集のお知らせ 

教育委員会では、学校用務員を募集しています。

【募集期間】平成２４年１月１２日（木）まで 
      ※期日厳守 
【募集人員】１名 
【雇用期間】平成２４年１月１６日（月）～ 
 平成２４年３月３１日（土）（短期） 
【問合せ先】町教育委員会 総務課 総務係 
電話 ０９９７－７２－０１１３（直通）  

法律相談会（無料）のご案内 

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日】１月１８日（水）（毎月第３水曜日）

【時 間】１０時～１３時 

【場 所】中央公民館２階 

【相談内容】相続・売買等名義変更について 

遺言書作成について、成年後見について等 

【問合せ先】町役場町民課 ℡ ７２－１０６０

ふるさとの道サポーター募集中！ 

県では、地域住民などによる道路の清掃美化活動

を推進するため、ボランティア（ふるさとの道サ

ポーター）の活動を支援しています。 
【募集対象】 
県管理道路の一定区間（100ｍ以上）において、
日常的な清掃・美化活動などを行う団体や個人 
【問合せ先】県庁道路維持課  

電話 ０９９－２８６－３５７０ 

「個別労働関係紛争のあっせん」について 

県労働委員会では、個々の労働者と事業主との間

に生じた労働に関するトラブルの解決のお手伝

いをするため、「あっせん」を行っています。 
【受付時間】午前８時３０分～午後５時１５分 
【申請方法】県労働委員会に申請書を提出 
相談は、大島支庁の総務企画課でもできます。 
【問合せ先】県労働委員会 事務局 

電話 ０９９－２８６－３９４３



１月４（水） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（１６） 

〜
被
害
地
域
の
小
中
学
校
へ
〜 

１２
月
５
日
、
古
仁
屋
中
学

校
生
徒
会（
牧
亜
野
美
会
長
）

が
教
育
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。 

理
由
は
、
中
止
に
な
っ
た

町
文
化
祭
で
披
露
す
る
は
ず

だ
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節
踊
り
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
渡
す
た
め
で
す
。

ソ
ー
ラ
ン
節
踊
り
は
、
集
中

豪
雨
で
被
害
に
遭
い
、
困
っ

て
い
る
町
民
の
方
々
を
励
ま

す
た
め
練
習
を
重
ね
て
き
た

も
の
で
、
文
化
祭
中
止
は
仕

方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
ま
し

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
終
わ
り

た
く
な
い
と
被
害
地
域
の
学

校
へ
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
付

き
ソ
ー
ラ
ン
節
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
想
い
を
形
に
し
ま
し
た
。 

     

〜
ケ
ガ
を
乗
り
越
え
２
度
め
の
優
勝
〜 

１２
月
８
日
、
九
州
場
所
で

序
の
口
優
勝
を
飾
っ
た
蘇
堅

太
さ
ん
（
阿
武
松
部
屋
・
古

仁
屋
）
が
、
優
勝
報
告
た
め

町
役
場
へ
訪
れ
ま
し
た
。 

蘇
さ
ん
は
、
平
成
２２
年
九

州
場
所
で
初
土
俵
、
翌
２３
年

初
場
所
に
は
序
の
口
優
勝
を

遂
げ
ま
す
が
、
左
肩
の
手
術

で
長
期
休
場
、
九
州
場
所
で

復
活
の
２
度
目
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
来
場
所
は
、
序

二
段
上
位
の
番
付
予
定
で
、

明
生
さ
ん
（
立
浪
部
屋
・
篠

川
）
と
の
対
戦
や
同
部
屋
の

兄
弟
子
・
慶
さ
ん
（
古
仁
屋
）

と
の
出
世
争
い
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

     

〜
各
学
校
を
代
表
し
て
〜 

１１
月
１５
日
、
町
中
央
公
民

館
で
第
４４
回
町
中
学
校
弁

論
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

１２
校
か
ら
１４
名
の
出
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

論
題
は
、
郷
土
、
中
学
校

生
活
、
生
き
方
、
国
際
交
流

な
ど
踏
ま
え
、
自
己
に
関
す

る
夢
・
希
望
等
を
発
表
す
る

こ
と
。
生
徒
た
ち
は
、
震
災

や
学
校
、
ご
み
問
題
な
ど
を

自
分
の
身
近
な
問
題
と
し
て

捉
え
、
解
決
へ
向
け
前
向
き

な
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
は
與
島
朋
浩
君

（
古
中
）
魂
の
ソ
ー
ラ
ン 

      
  

清掃前 完了 

  

・換気扇 
・台所、浴室 
・トイレ 
・窓ガラス。他 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４ 

かか  ごご  しし    まま  地地  産産地地  消消  推推  進進  店店

新新年年会会・・年年のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会予予約約承承りりまますす。。
かごしま県産、特に,瀬戸内産の野菜、 
いのしし、やこう貝、黒まぐろ料理で、 
◇ ご昼食、夜の宴会などでの 
お客様のご来店をお待ちしています。 
☆ せとうちスタンプ会加盟店 ☆ 

郷土料理 味園 斉藤美保子 ℡72-2276 
営業時間 11：30～14：30 17:00～22：00（オーダーストップ 20：00）
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古
中
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
応
援
レ
タ
ー

序

の

口

優

勝

私達は、故人とのお別れの時間を過ごせるようにお手伝いさせていただきたいのです。 

わからないこと、不安なことがありましたら 

ご遠慮なくいつでもご相談ください。 

ご一緒に大切な方のことを考えます。 

２４時間受付

私達が提供する  家族葬

早川福祉葬祭 ℡72－4000

          お家の心の拠りどころ
    仏壇、仏具取り扱っています。 （間取りにあったお品をご用意いたします） ●管理費(年間) 

15,000 円～ 

     35,000 円 

● いつでもお参りが 

  できます。 
場所；瀬久井 

共同納骨堂

故人との最後のひと時をごく親しいお身内だけでゆっくりと過ごしたいという場
合のお葬式です。  経済的ご負担が軽くてすむ『家族葬』を提案いたします。 

弁

論

大

会


